
基 剤 硬化剤

パテ（粘土）状で、垂れにくく、壁面使用や巻き付け施工が可能
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内　　　容

保護手袋着用のうえ、
硬化剤を必要量取り
出す。
＊開封時の硬化剤は非常に
硬くなっていますが品質に
問題はありません。ヘラ等
を使用すると扱いやすくな
ります。

基剤は硬化剤と同量
とし、数回に分けて
練り合わせる。
＊手袋を少量の水で湿らせ
てから、硬化剤で包み込む
ように練り合わせるとロス
が少なく仕上がります。

色が均一になるまで
充分に練り合わせる。

色が均一（グレー）に
なれば接着や穴埋め
する部分に塗り付け、
硬化するまで動かさ
ない。

[ 外観 ] 基材：白 パテ状、硬化剤：黒 パテ状

被着面ワイヤブラシなどで表面処理した後、基材と
硬化剤を練り合わせる。
色が均一なグレーになれば、 接着箇所（補修箇所）に
すり付け、あるいは押し広げるようにしてください。

※1 混合量＝150g　※2 最終硬度の 80％時

配 合 比

密度（g/㎝3）

曲げ強度（N/㎜2）

圧縮強度（N/㎜2）

引張強度（N/㎜2）

可使時間※1

硬化時間※2

1 ： 1

1.90（23℃）

２０以上

５０以上

１４以上

60±20（23℃）

12以内（23℃）

物性値

※商品については説明をよく読んでからご使用ください。
※本来の用途以外にはご使用にならないでください。
※記載内容は本資料作成時点での情報・データ他に基づいて作成
しています。

※廃棄の際は、正規の手続きに従ってください。

商品の取り扱いについて

施工手順

＊使用上、不明な点は弊社までお問い合わせください。
＊商品の改良・改善のため、仕様及び外観は予告なく変更する
ことがございます。また、生産上の都合により予告なく生産
中止となる場合がございます。


